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コメント 

 本研究は、３種類のライダを同時に用いた次世代型アクティブセンサ

解析システムを地上に構築し、そこで開発した雲の不確定性を軽減する

アルゴリズムを同様の機器を搭載する人工衛星観測に適用し、全球スケ

ールで雲物理と対流の物理過程を解明することを目的とする。 
応募者らの従来研究及び機器開発の実績を基に構築されるシステムに

より、雲パラメタリゼーションに関する新たな知見が得られる等、大き

な成果と国際的貢献が期待できることから、基盤研究（Ｓ）として推進

することが適当と判断した。 
 

 


